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保証規定

お客様各位
このたびはXCGカメラをお買い上げいただき誠にありが
とうございます。
末永くお使いいただくために、お買い上げ後のサービス
保証範囲については以下の保証規定とさせていただきま
す。
内容につき、ご理解のうえご使用くださいますようお願
い申し上げます。
なお、この保証規定の対象は、日本国内にてご購入いた
だいた製品に限らせていただきます。

保証規定
正常な使用状態で故障した場合は、以下の条件で無償修
理をお受け致します。

無償修理期間
お客様ご購入後 3年です。
ご購入時期が不明な場合は、シリアルNo.（生産時期）か
ら判断させていただくことがあります。
ただし、シリアルNo.（カメラ底部にラベル表示）がな
く、ご購入時期が不明な場合は有償修理となります。

無償修理の対象範囲
標準カメラ＊とさせていただきます。
＊標準カメラについて
弊社出荷時のままでお使いのもの、あるいはカタログ、取
扱説明書、ユーザーズガイド等に示す設定変更を、お客様
にて実施されたものを含みます。

無償修理の対象範囲外
1）ご使用上の誤り、弊社指定のサービス担当者以外の手
による製品分解、または改造に起因する故障または損
傷（カメラのEEPROMデータ変更も対象となります）

2）火災、地震、風水害、落雷、その他の天変地変、公害、
塩害、異常電圧などによる故障および損傷

3）ご購入後の移動､輸送､落下などによる故障及び損傷

保証範囲について
1）標準カメラ単体についてのみとし、カメラ不良により
波及すると考えられるお客様のシステムについては保
証対象外とさせていただきます。

2）故障、その他による営業上の機会損失、損害等の補償
はいたしかねます。また、ソフトウェア、データベー
スの消去、破損等の補修または補償も致しかねますの
でご了承ください。
◎製品の寿命について
製品の中には有寿命品として定期交換､点検の必要なも
のがあり、使用環境、条件により寿命が大きく異なり
ます。

長時間使用される場合には定期点検をお勧めします。
◆ 詳しくは営業担当にお問い合わせください。

修理依頼および有償修理について
1）お買い上げ店の担当者にお申し付けください。なお、
修理のご用命の際はできる限り具体的にその不良症状
／ 条件もお知らせください。お客様からの情報は修理
期間の短縮化に大変役立ちます。

2）無償修理期間経過後の修理については、修理可能なも
のに限り有償にてお受け致します。
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4 本機の特長

概要

本機は 1000BASE-T/100BASE-TXインターフェースを採
用したデジタルビデオカメラモジュールです。

本機の特長
GigE Vision 対応
GigE Vision Ver.2.0/Ver.1.2 の両方に対応しており、設定
変更により切り替えることができます。

高画質
実績のある CCDを採用することにより、安定した出力を
実現します。また、正方画素 CCDの採用により、画像処
理時のアスペクト比変換は不要です。
各モデルに搭載している CCDは以下の通りです。

多様な設定
ホスト機器からのコマンド送信により、以下をはじめと
する多彩な設定が可能です。
･ ゲイン
･ シャッター
･ 部分読み出し（DC IN 給電時のみ）
･ トリガー制御
･ LUT（ルックアップテーブル）
･ 出力：8/10/12 ビット、RGB24 ビット、YUV24 ビット
（YUV444）またはYUV16 ビット（YUV422）

電子シャッター
1/100,000 秒から 2秒まで 1μs 単位で任意に設定できま
す。画質不問であれば、動作上は最大 60 秒まで設定でき
ます。

外部トリガーシャッター機能
外部トリガー信号に同期させることにより、任意のタイ
ミングでシャッターを作動させることができます。

部分読み出し機能（DC IN給電時のみ）
映像出力ライン数を限定することにより、高速な画像処
理に適したフレームレートの高い映像出力が得られます。

筐体固定
筐体固定用のネジ穴が CCDの基準面が含まれているフロ
ントパネルの下部にあります。

ここでカメラモジュールを固定すれば、光軸のずれを最
小限にとどめることができます。

LUT（ルックアップテーブル）
オフ／オンの切り替えができます。
オンの場合は、5つのプリセットの中から選択でき、反
転、2値化、任意設定可能な 5点近似などを選択すること
ができます。

出力ビット長切り替え
8 ビット 出力／ 10 ビット 出力／ 12 ビット 出力から選択
できます。
カラーモデルの場合は、さらに RGB24 ビット／ YUV24
ビット／ YUV16 ビット出力も選択できます。

ビニング機能（DC IN 給電時／白黒カメラ
のみ）
垂直方向の 2画素を加算した場合は感度が約 2倍になり、
標準出力のフレームレートは約 1.8 倍～ 2 倍になります。
水平方向の 2画素を加算した場合は、感度が約 2倍にな
ります。水平・垂直ビニングは同時に設定することもで
きます。

ホワイトバランス制御（カラーカメラの
み）
Gに対する Rと Bのレベルを設定することでホワイトバ
ランスを調整できます。また、カメラが自動でホワイト
バランスを調整するワンプッシュホワイトバランスにも
対応しています。

ご注意

部分読み出し動作、ビニング動作では、CCDの高速駆動
が行われます。これに伴い、映像内に強い光が入ると、
周辺部に影響の出る場合があります。その場合は、適正
光量となるようにレンズ絞りにて調整してください。

機種名 画素数

XCG-C30/C32/C30C/C32C VGA 対応 33 万画素 CCD

XCG-C130/C130C SXGA 対応 130 万画素 CCD
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CCD特有の現象
CCDカメラの場合、次のような現象が起きることがあり
ますが、故障ではありません。

スミア
高輝度の被写体を写したときに、明るい帯状の縦線（垂
直スミア）がモニター画面に見える現象です。
この現象は、CCDがインターライン転送方式を採用して
いるため、フォトセンサーの深いところに入った赤外線
などにより誘起された電荷が、レジスターに転送される
ために起こるものです。

折り返しひずみ
縞模様、線などを写したとき、ぎざぎざのちらつきが見
えることがあります。

傷
CCDはフォトセンサー（素子）が縦横に並んでできてお
り、フォトセンサーのいずれかに欠陥があると、その部
分だけ画像が写らず、モニター画面に傷となって見えま
す（実用上支障がない程度）。

白点
CCD撮像素子は非常に精密な技術で作られていますが、
宇宙線などの影響により、まれに画面上に微小な白点が
発生する場合があります。これは CCD撮像素子の原理に
起因するもので、故障ではありません。また、次のよう
な場合、白点が見えやすくなります。
･ 高温環境で使用するとき
･ ゲインを上げたとき

ご注意 

強い光が画面の広い範囲に入射した場合、画面が暗くな
ることがありますが故障ではありません。
この場合は強い光を避けるか、または入射光量をレンズ
で調整してください。

XCG-C130/C130C搭載のCCDについ
て
他のカメラに搭載している CCDと構造が異なるため、以
下の使用条件下では、ペデスタルレベル近傍の輝度レベ
ルが上昇したり、上記の白点が顕著に現れ、画質が悪化
することがあります。
･ 高温環境で使用するとき
･ ゲインを上げたとき
･ 露光時間が長いとき（0.1 秒以上）
この場合は環境温度を下げるか、または光源やレンズの
絞りを調整し、カメラのゲインや露光時間を変更してく
ださい。

レーザービームについてのご注意
レーザービームは CCDに損傷を与えることがありま
す。レーザービームを使用した撮影環境では、CCD
表面にレーザービームが照射されないように充分注
意してください。
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システムの構成

ビデオカメラモジュールを中心としたシステムの構成品
目は、次のとおりです。（いずれも別売りです。）

a ビデオカメラモジュール
CCDを用いた、小型、高画質のカメラです。

b カメラケーブル
カメラモジュール後面のDC IN端子に接続し、電力の供
給やトリガー信号の授受を行います。ケーブルの入手に
ついては、お買い上げ店にご相談ください。

c Cマウントレンズ
カメラの画素数にあわせて適切なレンズをお使いくださ
い。

d カメラアダプターDC-700
AC電源から電力を供給する場合に、カメラモジュールに
接続して使用します。

e 三脚アダプターVCT-333I
三脚を使ってカメラモジュールを固定するとき、このア
ダプターをカメラモジュールの底部に取り付けます。

f カメラ用画像入力ボード（ネットワークインター
フェースカード）

ホスト機器（コンピューターなど）の拡張スロットに挿
入します。お使いのシステムに適した 1000BASE-T対応
（100BASE-TX対応ボードも使用可能）、ジャンボパケッ
ト対応のボードをお使いください。

g LANケーブル
リアパネルの RJ45 端子に接続し、映像信号の送出や制御
信号の授受を行います。
1000BASE-Tに対応（100BASE-TX も使用可能）した
LANケーブル（CAT5e または上位規格）をお使いくださ
い。
なお、LANケーブルの特性によっては画像が乱れたり、
カメラモジュールが不安定になったりすることがありま
すので、耐ノイズ性能にすぐれた LANケーブルをお使い
ください。

ご注意

LANケーブルご使用の際は、輻射ノイズによる誤動作を
防ぐため、シールドタイプのケーブルを使用してくださ
い。

a b

c d e

f g
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接続図

Cマウントレンズ
カメラモジュール

三脚アダプター
VCT-333I

AC
TRIG

カメラアダプター
DC-700/700CE
（EIAJ 準拠 12ピンアサインメント採用）

カメラケーブル

LANケーブル

カメラ用画像入力ボード

HUBがPoE対応の場合は不要

電源について 
カメラモジュールには、次の方法で電源を供給できます。

RJ45端子から供給する
本機は、PoE（IEEE802.3af 規格）を採用していますので、PoE に適合した LANケーブルとカメラ用画像入力ボード、またはHUB
を使用することにより、1本の LANケーブルで、電源の供給とカメラコントロール／映像出力が可能です。
ただし、PoEにて本機を動作させる場合は、カメラが高温になるために、ご使用になる環境によっては、放熱が必要となります。
放熱についての説明は、12ページをご覧ください。

DC IN 端子から供給する
電源アダプターを使用して、DC IN 端子から電源を供給します。
電源には、リップルやノイズのない安定した電源であるDC-700をお使いください。
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各部の名称と働き

前面／上面／底面

a レンズマウント（Cマウント）
Cマウント式のレンズや光学機器を取り付けます。

ご注意

Cマウント式のレンズとして、レンズマウント面からの飛
び出し量が 10 mm以下のものを使用してください。
レンズをカメラに取り付けてお使いになる場合､カメラか
ら出力される映像の解像度はレンズの性能により異なる
場合がありますので、レンズ選定の際にはご注意くださ
い。
なお、同一レンズにおいても､絞り値によりレンズの性能
が変化することがあります。
充分な解像度が得られない場合は､絞り値を変えてお使い
ください。

b カメラ固定用補助ネジ穴（上面）

c カメラ固定用補助ネジ穴 /三脚取り付け用ネジ穴（底
面）

三脚を使うときは、この 4つのネジ穴を使って三脚アダ
プターVCT-333I を取り付けます。

d カメラ固定用基準ネジ穴（底面）
カメラモジュール固定用に高い精度で切られたネジ穴で
す。ここでカメラモジュールを固定すると、光軸のずれ
を最小限にとどめることができます。

ご注意

補助穴、基準穴の位置、大きさについては、49 ページの
外形寸法図を参照してください。

三脚の取り付け
三脚アダプターVCT-333I（別売り）をカメラモジュール
に取り付けてから三脚に取り付けます。
三脚の取付部のネジは取付面からの飛び出し量（4）が下
記のものを使用し、ハンドドライバーでしっかりと締め
込んでください。飛び出し量（4）が 5.5 mmを超えない
ようにしてください。
4.5 ～ 5.5 mm
0.18 ～ 0.22 インチ

ご注意

三脚アダプター（別売り）を取り付けるときは、三脚ア
ダプターに付属のネジを使用してください。

レンズマウント（Cマウント）

カメラ固定用補助ネジ穴（上面）

カメラ固定用補助ネジ穴 /三脚取り付け用ネジ穴（底面）

カメラ固定用基準ネジ穴（底面）
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後面

e RJ45端子
LANケーブルを接続して、カメラモジュールをホスト機
器から制御するとともに、カメラモジュールから映像信
号を送出します。PoEに適合した LANケーブルとカメラ
用画像入力ボード、またはHUBを使用することにより、
LANケーブルを介して電源供給が可能です。
（端子のピン配置は上図のeを参照してください。）

ご注意 

安全のために、周辺機器を接続する際は、過大電圧を持
つ可能性があるコネクターをこの端子に接続しないでく
ださい。接続については本書の指示に従ってください。

f DC IN（DC電源）端子（6ピンコネクター）
カメラケーブルを接続して、DC12 V の電力の供給を受け
ます。この端子のピンNo. と入出力信号その他の関係は次
の表のようになっています。
（端子のピン配置は上図のfを参照してください。）

g リセットスイッチ
ネットワーク設定を初期化します。

h ステータスLED( 緑 )
電源オン時に緑色に点灯します。

ピン番号 信号 ピン番号 信号

1 TP3 + 5 TP1 －

2 TP3 － 6 TP2 －

3 TP2 + 7 TP4 +

4 TP1 + 8 TP4 －

ピン番号 信号 ピン番号 信号

1 DC 入力（10.5V 
～ 15V）

4 GPI3/GPO3

2 GPI1（ISO +） 5 GPI1（ISO －）

3 GPI2/GPO2 6 GND
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ケーブルの接続

DC IN 端子にカメラケーブルを、RJ45 端子に LANケー
ブルをそれぞれ接続してください。PoE対応のカメラ用
画像入力ボード、またはHUBをお使いになる場合は、
DC IN 端子にカメラケーブルを接続しなくてもカメラを
動作させることができます。ネジ付きの LANケーブルを
接続する際は、コネクターの左右にあるコネクター固定
ネジをしっかりまわして固定してください。

各々のケーブルのもう一方のコネクターは、カメラケー
ブルはDC-700 に、LANケーブルはホスト機器のカメラ
用画像入力ボード、またはHUBにそれぞれ接続してくだ
さい。

ご注意 

カメラケーブル、LANケーブルの両方から同時に電源を
供給しないでください。

ホスト機器によるコントロール
本機はホスト機器（コンピューターなど）によりコント
ロールします。コントロールできる主な機能は以下の表
のようになっています。

* 画質不問であれば、シャッター速度は、動作上は最大 60
秒まで設定できます。

ご注意 

カメラモジュールに電源を供給し、カメラが動作してい
ることを確認してから、トリガー信号を入力してくださ
い。電源供給前に外部からの信号を入力すると、カメラ
故障の原因となります。
カメラが画像を送信終了する前に、ホスト機器のアプリ
ケーションソフトウェアを終了しないでください。カメ
ラの誤動作の原因となることがあります。

1 DC IN 端子 2 RJ45 端子

3 カメラケーブル 4 LAN ケーブル

5 コネクター固定ネジ

 



 

制御項目 内容

動作モード フリーラン／トリガー

シャッター速度 * フリーラン 1/100,000 秒～ 2 秒

トリガーエッジ検出 1/100,000 秒～ 2 秒

トリガー幅検出 トリガー幅設定によ
る

ゲイン 0 dB ～ +18 dB

部分読み出し
(DC IN 給電時のみ )

2 ライン単位で任意指定可能（設定可能ラ
イン数は 32 ライン以上 /推奨設定は 120 ラ
イン以上）

LUT（ルックアップ
テーブル）

OFF/ON（モード：5種類）

外部トリガー入力 DC IN 端子

映像出力切替 白黒モデル：Mono 8 ／ 10 ／ 12 ビット
カラーモデル：Raw 8 ／ 10 ／ 12 ビット、
RGB24、YUV24 ビット、YUV16 ビット

ビニング
(DC IN 給電時のみ )

2 × 1、1 × 2、2 × 2
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カメラ取り付け上のご注意
以下の条件で本機を動作させる場合には、カメラが高温
になるために、ご使用になる環境によっては、放熱が必
要となります。
･ PoE 給電の場合
･ DC IN 給電にて、部分読み出しを 120 ライン未満に設
定した場合

本機からの放熱を促し、性能を維持するためにカメラを
金属製の放熱板へ取り付けてください。
放熱板の大きさ：180 mm× 110 mm× t5mm以上
（熱伝導率：16.3 W/m・K以上）
放熱についての説明は、12 ページをご覧ください。

ご注意 

･ 放熱板への取り付けは、カメラ固定用基準ネジ穴
（8ページ参照）を使用し、ネジを用いて、しっかりと
固定してください。
･ 放熱効果を妨げる材質の板（木材、樹脂など）への設置
はしないでください。

金属製の放熱板

金属製の放熱板金属製の放熱板

放熱効果を妨げる板（木材、樹脂など）

放熱効果を妨げる板（木材、樹脂など）
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カメラの放熱について
･ 本機は、 PoE モード時、温度センサーの読み値が 68 ℃
以下になるような条件でご使用ください。 
･ 温度センサーの読み値は、カメラの周辺温度が高いと高
くなります。 
もし、68 ℃以下にならない場合、本カメラに放熱板を
付けてご使用下さい。 
･ 放熱板を大きくすると、温度センサー読み値を下げるこ
とが可能です。 
温度センサー読み値は、下記の計算式で求めることが出
来ます。 

（温度センサー読み値）＝（周囲温度）+（機内温度） 

放熱板の大きさと、機内温度の関係は、下のグラフのよ
うになります。 
（材料によって、放熱効果に差があります）

PoE 動作時の電解コンデンサについ
て
本機には電解コンデンサが搭載されております。
この電解コンデンサは、DCIN 動作時には通電されません
が、PoE動作時には通電されます。
PoE通電にて、40 ℃環境下で 24 時間稼働される場合で
も、3年以上問題なく動作するように設計されておりま
す。また、1日当たりの稼働時間が仮に 8時間であれば、
寿命は 3倍となります。
長時間使用される場合には定期点検をお勧めします。
◆ 詳しくは営業担当にお問い合わせください。

SUS

Fe

Al

0

35

200

25

20
50 100 150

30
機
内
温
度（
℃
）

放熱板 面積（c㎡）　※厚み：0.5cm
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接続

ネットワーク設定
本カメラをネットワークに接続して使用するためには、
以下のアドレス情報が適切な値に設定されている必要が
あります。
･ IP アドレス
･ サブネットマスク
･ デフォルトゲートウェイ

これらのアドレス情報の設定方法として、以下の 3つか
ら選択できます。
･ パーシステント IP の使用
･ DHCPの使用
･ リンクローカルアドレス（LLA）の使用

パーシステント IPの使用
本カメラに割り当てる IP アドレスがあらかじめ決められ
ている場合に使用します。パーシステント IP を使用する
場合、サブネットマスクおよびデフォルトゲートウェイ
の設定も必要です。ルーターを超えて使用する場合は、
デフォルトゲートウエイの設定も必要です。

DHCPの使用
本カメラは、ネットワーク上のDHCPサーバと通信して、
IP アドレスを自動的に取得する機能を搭載しています。
本機能を用いて、IP アドレスを取得する場合に使用しま
す。DHCPを使用する場合、サブネットマスクおよびデ
フォルトゲートウェイも自動的にDHCPサーバより取得
した値を使用します。

LLAの使用
パーシステント IP の使用がオフ、DHCPによる IP アド
レスの取得もオフあるいはオンであってもアドレスを取
得できない場合、LLAにより IP アドレスが決定されま
す。LLAにより決定される IP アドレスは、
169.254.XXX.YYYとなります。XXXとYYYは自動的に
決定します。

上記の他に、以下のネットワーク設定の変更可能です。
･ パケットサイズ
･ パケットディレイ

パケットサイズ
画像データの１パケット当たりのサイズをバイト単位で
設定します。本カメラを正常に動作させるためには、パ
ケットサイズが本カメラを接続するネットワーク機器の
MTU以下でなければなりません。HUBを含めたネット
ワーク経路でもっとも大きな値を設定します。

パケットディレイ
本カメラがネットワークにパケット送出する際に、パ
ケット間に挿入する遅延量を設定します。パケットディ
レイを大きくすることで、カメラがパケット送出に使用
するネットワーク帯域を低減することができます。ただ
し、ディレイの増加に伴って、一定時間に送信できる
データ量も低減しますので、カメラの出力画像のフレー
ムレートが低減する場合があります。
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ネットワーク接続速度
本機は、1000Base-T（1Gbps）および 100Base-TX
（100Mbps）での接続に対応しています。
本機をネットワークに接続すると相手と通信速度のネゴ
シエーションを行い、双方が対応している、より高速な
速度で通信を開始します。
100Base-TX 接続で使用する場合、1000Base-T に比べカ
メラからの出力データ帯域が狭くなるため、出力できる
フレームレートも制限されます。
カメラ内部には複数枚の画像を蓄えるバッファがあり、
撮影した画像はすべて一旦バッファに蓄えられます。
バッファ内の画像のうち最も古い画像から順にカメラか
ら出力されます。
そのため、撮影時のフレームレートがカメラから出力で
きるフレームレートより大きい場合、バッファに常に画
像データが溜まった状態となり、撮影から画像出力まで
の時間差が大きくなります。
この状態を避けるためには、100Base-TX 接続時には撮影
のフレームレートを適切な値に設定する必要があります。
画像のデータレートは以下の計算式で求まります。

データレート = Width × Height × BPP × FPS
Width: 画像の幅
Height: 画像の高さ
BPP: PixelFormat 設定による（1ピクセルのビット数）

FPS: フレームレート [frame/sec]
データレートを 100Mbps に対して余裕を持って小さくな
るようなフレームレートで本機を使用することで遅延を
最小限にすることが可能です。

ご注意

･ パーシステント IP アドレスは任意に設定できますが、
IP アドレスの設定値によっては、カメラを検出できな
くなることがあります。その場合は、ForceIP を発行す
るツールを使用して、適切なパーシステント IP アドレ
スを再設定してください。
･ ペイロードサイズを決定するパラメータ（Width、
Height、PixelFormat）を設定する場合は、カメラの画
像出力を停止してから行ってください。

Mono8/BayerRG8 8bit

Mono10Packed/BayerRG10Packed 12bit

Mono12Packed/BayerRG12Packed 12bit

RGB8Packed/BRG8Packed/YUV8_UYV 24bit

YUV422_8/YUV422_8_UYVY 16bit

画像出力CCD 画像 n 画像 n 画像2

バッファ

画像1
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トリガー信号入力
トリガー信号はDC IN 端子の 2番、3 番、4番ピン、またはソフトウェアコマンドから入力することができます。トリガー
信号の切り替えはTriggerSource レジスタで変更することができます。

＊DC IN 端子　3番ピン、4番ピンは入出力切り替え設定が入力時のみ有効。

トリガー信号極性
LowからHi への立上がり、またはHi 区間で活性化されるトリガー信号極性を正極性、Hi から Lowへの立下り、または
Low区間で活性化されるトリガー信号極性を負極性といいます。カメラの初期値は負極性となっています。

DC IN 端子仕様　

ご注意 

DC-700/CE を使用してトリガー信号をカメラに入力する場合、ハイレベルは 5V以内でお使いください。　

レジスタ パラメータ 設定

TriggerSource Line1 (0) DC IN 端子 2 番ピン (GPI1)

Line2 (1) DC IN 端子 3 番ピン (GPI2) *

Line3 (2) DC IN 端子 4 番ピン (GPI3) *

Software (4) ソフトウェア　(TriggerSoftware レジスタ）

レジスタ パラメータ 設定

TriggerActivation FallingEdge (0) 負極性

RisingEdge (1) 正極性

2.0μs以下2.0μs以下

10μs～ 2s

5 ～ 24V (DC IN 端子 2 番ピン )
3.5 ～ 5.5V (DC IN 端子 3 番ピン、
4番ピン）

100μs以上

0～ 0.4V

トリガー入力極性 ＝ 負極性

2.0μs以下2.0μs以下

10μs～ 2s

5 ～ 24V (DC IN 端子 2 番ピン )
3.5 ～ 5.5V (DC IN 端子 3 番ピン、
4番ピン）

100μs以上

0～ 0.4V

トリガー入力極性 ＝ 正極性
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GPIO端子
DC IN 端子 2 番が GPI 端子、3番、4番は GPI/GPO のいずれかに設定可能な端子です。トリガーの初期設定端子はDC IN 
端子 2番ピン（GPI1）です。GPI、GPO 端子に外部機器を接続する場合は以下の回路仕様を参考にしてください。

GPI 回路仕様

GPIO回路仕様

DA2710100L

MMBF4393LT1G

180

HCPL-M611

5V

DC IN 端子

GPI2/GPO2

GPI3/GPO3

#3

#4GPI2/GPO2と同一

DC IN端子
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機能

部分読み出し
有効画素領域から選択したい領域だけを読み出すことが
できます。不要部分の高速掃き捨てを行うので、高速に
読み出すことができます。Height・Width レジスタで領域
サイズを、OffsetX・OffsetY レジスタで読み出し開始点
を選択してください。Height を小さくするとフレーム
レートが上がりますが、Width レジスタを変更してもフ
レームレートは変化しません。部分読み出しはトリガー
有無に関係なく設定可能です。ビニングとの併用も可能
です。
OffsetX、OffsetY はWidth、Height と次の関係がありま
す。
OffsetX + Width ≦ Width 最大値
OffsetY + Height ≦ Height 最大値

ご注意 

･ シャッター設定が優先されますので、部分読み出しでフ
レームレートを速くするためにはシャッターを充分高速
にしてお使いください。
･ PoE 給電時には、Height の設定は標準設定以下にする
ことはできません。

設定可能範囲

設定単位数
OFFSETX、OFFSETY、WIDTH、HEIGHT： 2 step 単
位

ビニング
垂直方向の 2画素、または水平方向の 2画素を加算する
ことで感度が上がるとともに、垂直ビニングではフレー
ムレートも上がります。カラーカメラは設定できません。
トリガー有無に関係なく設定可能です。部分読み出しと
の併用、水平・垂直同時設定も可能です。

ご注意 

･ PoE 給電時には、ビニング機能は無効になります。
･ ビニングでフレームレートを速くするためにはシャッ
ターを充分高速にしてお使いください。

Width Height

XCG-C30/C 16 ～ 640 ～ 658 32 ～ 480 ～ 494

XCG-C32/C 16 ～ 640 ～ 658 32 ～ 480 ～ 494

XCG-C130/C 16 ～ 1280 ～ 1296 32 ～ 960 ～ 966

レジスタ パラメータ 設定

BinningVertical 1 垂直ビニングなし

2 垂直ビニングあり

BinningHorizontal 1 水平ビニングなし

2 水平ビニングあり

部分読み出し
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出力フォーマット
白黒カメラは 8 ビット /10 ビット /12 ビット切り替え、
カラーカメラは Raw 出力 8 ビット /10 ビット /12 ビッ
ト、RGB 出力 24 ビット、YUV出力 24 ビット /16 ビット
切り替えが可能です。

ゲイン

アナログゲイン
0.0359dB 単位またはビットレベルで細かくアナログゲイ
ンを設定できます。
設定可能なゲインの下限値、上限値はカメラ個体により
若干の差異がありますが、Gain パラメータとしては、マ
イナス側は－ 1dB以下、プラス側は 27dB 以上に設定可能
です。同様に、GainAnalogRawの値は、マイナス側は
－ 27 以下、プラス側は 752 以上に設定可能です。
なお、画質が保証できるゲインの設定範囲は、0dB～
18dB となります。

オートゲイン（AGC）
AUTOGAIN に設定すると撮像環境に合わせて自動的にゲ
インを調節します。AGCは検波枠内の平均レベルが
AGC-LEVEL に達するように働きます。AGC検波枠は中
央領域に初期設定されています。検波枠を表示したり、
検波領域を変更することができます。

レジスタ パラメータ 設定

PixelFormat
（白黒カメラ）

Mono8 8 ビット

Mono10Packed 10 ビット

Mono12Packed 12 ビット

PixelFormat
（カラーカメラ）

BayerRG8 8 ビット（カラーカメラ）

BayerRG10Packed 10 ビット（カラーカメラ）

BayerRG12Packed 12 ビット（カラーカメラ）

RGB8Packed RGB24 ビット (RGB）

BGR8Packed RGB24 ビット (BGR)

YUV8_UYV YUV24 ビット

YUV422_8_UYVY YUV16 ビット (UYVY)

YUV422_8 YUV16 ビット (VYUY)

レジスタ パラメータ 設定

Gain － 1 以下～ 0～ 27 以上 ゲイン dB 単位

GainAnalogRaw － 27 以下～ 0～ 752 以上 ゲイン詳細設定

レジスタ パラメータ 設定

GainAutoMode Off (0) マニュアルゲイン

Once (1) ワンプッシュAGC

Continuous (2) 連続 AGC

GainAutoLevel 0 ～ 11264 ～ 16383 AGC目標レベル (14bit)

GainAutoSpeed 1 ～ 256 AGC収束速度

GainAutoUpper-
Limit

－ 27 以下～ 502 ～
752 以上

AGC上限値

GainAutoLower-
Limit

－ 27 以下～ 0～
752 以上

AGC下限値

DetectAreaGain-
Auto

Off (0) AGC 検波枠非表示

On (1) AGC 検波枠表示

DetectAreaGain-
AutoWidth

0 ～ 50 ～ 100 AGC検波枠水平サイズ

DetectAreaWB-
AutoHeight

0 ～ 50 ～ 100 AGC検波枠垂直サイズ

DetectAreaWB-
AutoOffsetX

0 ～ 25 ～ 100 AGC検波枠水平位置

DetectAreaWB-
AutoOffsetY

0 ～ 25 ～ 100 AGC検波枠垂直位置

OffsetX

OffsetY Height

Width

検波枠領域 画面全体
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シャッター（エクスポー
ジャー）

設定方法
μs単位で設定します。シャッター初期値はフレームレー
トが最大化される値が設定されています。フリーラン動
作時は、この初期値より大きい値をシャッター設定する
とフレームレートが減少します。画質不問であれば、動
作上は最大 60 秒まで設定できます。画質が保証できる露
光時間は最大 2秒までとなります。

オートエクスポージャー（AE）
出力レベルを検知して自動的にシャッターを設定します。
目標レベルは GainAutoLevel と同値です。オートゲイン
と合わせて実行可能です。

連続AGCと連続AEの
組み合わせ
GainAutoLevel を目標レベルとして、AGCと AEが連動
して自動調節します。暗くなってきてAEの Upper Limit
に到達するとAGCが働き出します。

レジスタ パラメータ

ExposureTime 10 ～ 60000000

ExposureTime [us] レート [fps]

XCG-C30/C 7674 130

XCG-C32/C 9593 104

XCG-C130C 32169 31

レジスタ パラメータ 設定

ExposureAutoMode Off (0) マニュアルシャッター

Once (1) ワンプッシュAE

Continuous (2) 連続 AE

ExposureAutoSpeed 1 ～ 192 ～ 256 AE収束速度

ExposureAutoUpper-
Limit

10 ～ 2000000 AE上限値

ExposureAutoLower-
Limit

10 ～ 2000000 AE下限値

明 暗

AE

AGC
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トリガー制御

フリーラン /トリガーモード

フリーラン
トリガー信号なしで動作し、シャッター（エクスポージャー）が終了したあと映像出力する動作を連続的に行います。水
平・垂直タイミング信号はカメラ内部で生成します。フリーラン動作時は撮像タイミングをコントロールすることはできま
せん。フリーラン動作時は、シャッター設定に従ってフレームレートが最大となるよう自動的に調整されますが、フレーム
レートを固定することもできます。

トリガーモード
外部から入力されたトリガー信号を検出して露光を開始します。ExposureMode が 0 の場合はトリガー信号の立ち上がりま
たは立下りを検知して露光を開始し、設定されたシャッター値分だけ露光するトリガーエッジ検出を行います。
ExposureMode が 1 の場合はトリガー信号の幅期間分だけ露光するトリガー幅検出動作を行います。

トリガーモード（TriggerMode=On）の時

トリガーエッジ検出
図はトリガー信号負極性（立下りエッジで検出）

トリガー幅検出
図はトリガー信号負極性（Lowレベル幅検出）

レジスタ パラメータ 設定

TriggerMode Off (0) フリーラン

On (1) トリガーモード

レジスタ パラメータ 設定

ExposureMode Timed (0) トリガーエッジ検出

TriggerWidth (1) トリガー幅検出

トリガー信号

センサー出力

露光

トリガー信号

センサー出力

露光
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スペシャルトリガー
トリガーモード動作時には、シャッターやゲイン、撮像領域など異なる条件で撮像を行う場合はトリガー入力するたびに事
前に設定を変更しなければなりませんが、スペシャルトリガー動作を有効にすることでこれらの設定変更を行う必要がな
く、異なる条件で連続撮像することが容易になります。設定は最大 16 枚可能です。1回のトリガー信号を入れるだけで連
続的に撮像するバルク動作、トリガー信号を検出するたびに撮像を行うシーケンシャル動作があります。次の露光開始は前
の映像出力終了後に行います。シーケンシャル動作における 2回目以降のトリガー信号入力は映像出力終了から 5msec 以
上時間を空けてください。スペシャルトリガー動作とトリガモード動作は、同時に有効に設定することはできません。スペ
シャルトリガー信号のソースおよび極性はトリガーモードとは別に定義します。各設定はユーザーセットに保存しておきま
す。反映される項目についてはコマンドリスト（36 ページ）を参照してください。

バルク
図は SpecialTriggerSource=1、SpecialTriggerActivation=0、NumberOfMemoryForSpecialTriggerMode=3

レジスタ パラメータ 設定

SpecialTriggerMode Off (0) スペシャルトリガーオフ

Bulk (1) バルクトリガー

Sequential (2) シーケンシャルトリガー

レジスタ パラメータ 設定

SpecialTriggerSource Line1 (0) DC IN 端子 2 番ピン

Line2 (1) DC IN 端子 3 番ピン

Line3 (2) DC IN 端子 4 番ピン

Software (4) ソフトウェアコマンド

レジスタ パラメータ 設定

SpecialTriggerActivation FallingEdge (0) 負極性

RisingEdge (1) 正極性

NumberOfMemoryForSpecialTriggerMode 1 ～ 2 ～ 16 バルク時の撮像枚数

トリガー信号

センサー出力

露光

設定1 設定2 設定3
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シーケンシャル
図は SpecialTriggerMode=2、SpecialTriggerActivation=0

トリガー状態一覧

トリガーソース
DC IN 端子、またはソフトウェアコマンド（TriggerSoftware）から入力することができます。詳細はトリガー信号入力
（15 ページ）を参照してください。スペシャルトリガー動作時のトリガーソースとトリガーモード動作時のトリガーソース
は別々に定義されていますのでご注意ください。

トリガー禁止
トリガー入力を無効にすることができます。複数台のカメラを同一のトリガー信号で接続した環境において特定のカメラだ
けにトリガー信号を無効にしたい場合や、設置した環境からトリガー信号線へのノイズ混入による誤動作を避けたい場合な
どに有効となる機能です。

レジスタ パラメータ 設定

TriggerInhibit Off (0) トリガーを受け付ける

On (1) トリガーを受け付けない

トリガー信号

センサー出力

露光

設定1 設定2 設定3

5ms以上

フリーラン

バルク

シーケンシャル

トリガーエッジ検出

トリガー幅検出

トリガーモード

トリガー信号

露光

トリガー禁止

トリガー無効

センサー出力
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トリガーシフト
本機は映像出力中でも次のトリガーによる露光を受け付けることができます（スペシャルトリガー動作を除く）。この場合
トリガー信号がノイズ源となることがありますのでトリガーシフトを有効にしてお使いください。トリガーシフトを有効に
すると、ノイズ混入を避けるためトリガー入力から露光するまでが自動的に調整されるため、トリガー入力から露光開始ま
での時間が最大 1ライン分遅延します。トリガーシフトを無効にするとこの遅延調整はなくなり常に一定のタイミングで露
光を開始することができますが、画像にノイズが混入することがあります。トリガーシフトが有効であっても映像出力完了
前は次の映像を出力できずトリガーが無効となりますので、トリガーエッジ動作時は露光時間設定、トリガー幅動作時は入
力するトリガー信号幅の有効期間を充分長くするか、またはトリガー間隔を充分長くしてお使いください。

次の画像を出力できる場合
露光終了後に映像出力が完了しているので次の映像出力を開始することができます。

次の画像を出力できない場合（2重露光）
露光終了後に映像出力が完了していないので次の映像出力を開始することができません。入力したトリガーは無効となりま
す。

レジスタ パラメータ 設定

TriggerShift Off (0) トリガーシフトオフ

On (1) トリガーシフトオン

トリガーシフトオンの最遅延時の
タイミング

トリガー信号

露光
（トリガーシフトオン時）

露光
（トリガーシフトオフ時）

トリガーシフトオフのタイミング

この区間でトリガーシフト
max 1H

センサー出力

トリガー信号

センサー出力

露光

前の画像出力完了後に
次の画像出力開始

トリガー信号

センサー出力

露光

前の画像出力完了前に
次の画像出力開始

画像出力なし
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トリガーディレイ
トリガー信号をカメラ側で遅延させることができます。

トリガーカウンタ
受け付けたトリガーに対して映像出力を行ったトリガーをカウントします。フリーラン動作時にも内部カウンタによってカ
ウントアップします。0を設定するとリセットします。2重露光タイミングのトリガーに対しては映像出力しませんが、カ
ウントアップします。トリガーレンジ制限によって除去されたトリガーはカウントしません。上限値（2147483647）に達す
ると 0に戻ります。TriggerCounterReset レジスタに 1を書き込むことでカウンタを 0に戻すことができます。

トリガーレンジ制限
設定されたトリガー幅の信号のみトリガー信号として受け付けることができます。トリガー信号ラインのチャタリングや外
乱ノイズ等を除去するノイズフィルタとして機能します。また、複数カメラを一本のトリガー信号ラインで共有する際に、
特定のカメラのみをトリガー動作させるトリガーセレクターとしても機能します。トリガー信号が入力されると、即座に露
光を開始してトリガーカウンタを加算しますが、トリガー信号幅が設定の範囲外の場合は、映像は出力されずトリガーカウ
ンタが減算されます。シャッター時間が上限値よりも短い場合は、トリガーレンジ制限よりも長い幅のトリガー信号でもト
リガーは受け付けされ、映像出力されます。トリガーソースがソフトトリガーの時、トリガーレンジ制限は有効になりませ
ん。

レジスタ パラメータ 設定

TriggerDelay 0 ～ 4000000 トリガーディレイ [us]

レジスタ

TriggerCounter

TriggerCounterReset

レジスタ パラメータ 設定

TriggerAcceptanceRangeEnabled Off (0) トリガーレンジオフ

On (1) トリガーレンジオン

TriggerAcceptanceRangeUpperLimit 10 ～ 2000000 トリガーレンジ幅上限値 [us]

TriggerAcceptanceRangeLowerLimit 10 ～ 2000000 トリガーレンジ幅下限値 [us]

トリガー信号

センサー出力

露光
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トリガーレンジ動作例
図は ExposureTime=300、TriggerAcceptanceRangeLowerLimit=100、TriggerAcceptanceRangeUpperLimit=200

図は ExposureTime=300、TriggerAcceptanceRangeLowerLimit=100、TriggerAcceptanceRangeUpperLimit=1000

トリガーコントロール
トリガー幅検出動作時は、トリガー幅時間検出に所定の時間が必要となるため、入力したトリガー幅時間よりも若干露光時
間が長くなります。トリガー信号幅期間と完全一致するためにはTriggerControl を 0 に設定してください。TriggerShift=1
かつ TriggerControl=0 に設定することはできません。詳細はトリガーレイテンシー（28 ページ）を参照してください。

フレームレート

オートフレームレート
フリーラン動作時において現在のシャッター設定と部分読み出し設定に応じて自動的にフレームレートが最大になるように
読み出し周期が設定されます（シャッター優先）。映像出力中に次の露光を行い、全映像出力が終了するとすぐ次の映像出
力を開始します。映像出力時間よりも長い時間のシャッター設定を行うとフレームレートが低下します。

フレームレート指定
フリーラン動作時において映像出力のフレームレートを指定することができます。フレームレート［fps］の値を入力して
ください。最速フレームレートよりも速いフレームレートを設定することはできません。

＊部分読み出し設定によって上限が変化します。

レジスタ パラメータ 設定

AcquisitionFrameRateAuto Off (0) フレームレートオートオフ

On (1) フレームレートオートオン

レジスタ パラメータ 設定

AcquisitionFrameRate 0.0625 ～ 2000 フレームレート [fps]

トリガー信号

センサー出力

露光

トリガー信号

センサー出力

露光

トリガー無効にならない
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フレームレート表示
オートフレームレート動作時の現在のフレームレートを表示します。

部分読み出し時の最速フレームレート
部分読み出し時のHeight によって最速フレームレートが変化します。

XCG-C30/C

レジスタ

AcquisitionFrameRateActual
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XCG-C32/C

XCG-C130/C

ご注意 

カラーモデルはVBIN=2 を選択することはできません。
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タイミングチャート

トリガーレイテンシー
トリガー受付から露光開始までの時間（トリガーレイテンシー）は各種条件で変化します。トリガー幅検出動作時は
TriggerControl で値が変化します。

XCG-C30/C

XCG-C32/C

XCG-C130/C

＊ TriggerControl=0 かつ TriggerShift=1 を設定することはできません。
設定は無視され、TriggerControl=1、TriggerShift=1 の状態になります。

ExposureMode TriggerControl TriggerShift トリガーレイテンシー 露光時間

0
（エッジ検出）

0 約 0.7μs ExposureTime

1 約 0.7μs ～ 16.3μs ExposureTime

1
（幅検出）

0 0 約 6.9μs ExposureTime

1 設定できません＊

1 0 約 2.2μs ExposureTime + 約 5μs

1 約 2.2μs ～ 18.8μs ExposureTime + 約 5μs

ExposureMode TriggerControl TriggerShift トリガーレイテンシー 露光時間

0
（エッジ検出）

0 約 0.8μs ExposureTime

1 約 0.8μs ～ 20.3μs ExposureTime

1
（幅検出）

0 0 約 8.7μs ExposureTime

1 設定できません＊

1 0 約 2.8μs ExposureTime + 約 6μs

1 約 2.8μs ～ 22.3μs ExposureTime + 約 6μs

ExposureMode TriggerControl TriggerShift トリガーレイテンシー 露光時間

0
（エッジ検出）

0 約 1.4μs ExposureTime

1 約 1.4μs ～ 34.6μs ExposureTime

1
（幅検出）

0 0 約 14.2μs ExposureTime

1 設定できません＊

1 0 約 2.4μs ExposureTime + 約 12μs

1 約 2.4μs ～ 35.6μs ExposureTime + 約 12μs

トリガー信号

露光

トリガーレイテンシー

センサー出力

露光時間
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センサーリードアウト（センサー出力）
露光が終了し、CCDが映像出力シーケンスに入ったことを示す信号です。GPO1/2/3 端子から出力することができます。
センサーリードアウト信号はオプティカルブラック（OB）や有効画素の出力開始前からアサートされます。この信号がア
サートされているときに次のトリガー信号を入力すると、映像に横筋ノイズが混入することがあります。ノイズの混入を避
けるためにはトリガーシフト機能（23 ページ）が有効です。
センサーリードアウト信号アサートから CCDが OBや有効画素を出力開始するまでは、以下のように所定の時間がかかり
ます。OBはカメラから出力されません。

＊ VBIN=2 のときは約 3μs 増加します。
＊＊ OFFSETX=0、OFFSETY=0 のときの最短値。

F

XCG-C30/C 32μs＊

XCG-C32/C 40μs＊

XCG-C130/C 60μs

トリガー信号

エクスポージャー信号

センサーリードアウト信号
（センサー出力）

トリガー
レイテンシー

CCD映像出力 有効画素

トリガー入力すると
ノイズ混入の可能性がある
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ホワイトバランス
BalanceWhiteAuto を実行するとホワイトバランスを自動
的に合わせることができます。検波領域は画面中央に初
期設定されています。検波領域を画面に表示することも
できます。検波枠は任意に変更することができます
（DetectAreaWBAuto）。マニュアル補正するには
GainDigital を実行します。

LUT
5 種類のプリセットを備えています。12bit 値で指定しま
す。2値化、5点近似、任意設定は設定変更が可能です。

2値化
2 値化のしきい値を変更できます。

5点近似
入力 1～ 5点に対して出力 1～ 5点の値を変更できます。
近似点間はリニアで近似されます。

設定例：

LinearInterpolationIndex = 1
LinearInterpolationInValue = 240
LinearInterpolationOutValue = 200
LinearInterpolationIndex = 2
LinearInterpolationInValue = 900
LinearInterpolationOutValue = 400
LinearInterpolationIndex = 3
LinearInterpolationInValue = 2047
LinearInterpolationOutValue = 3000
LinearInterpolationIndex = 4
LinearInterpolationInValue = 3000
LinearInterpolationOutValue = 3200
LinearInterpolationIndex = 5
LinearInterpolationInValue = 3800
LinearInterpolationOutValue = 3900
LinearInterpolationBuild

レジスタ パラメータ 設定

BalanceWhiteAuto Off (0) マニュアル補正

Once (1) ワンプッシュAWB

Continuous (2) 連続 AWB

DetectAreaGain-
Auto

Off (0) 検波枠非表示

On (1) 検波枠表示

GainDigitalRedRaw 256（1 倍）～
4096

赤色ゲイン

GainDigitalGreen-
Raw

256（1 倍）～
4096

緑色ゲイン

GainDigitalBlueRaw 256（1 倍）～
4096

青色ゲイン

レジスタ パラメータ 設定

LUTEnable Off (0) LUT オフ（γ=1）

On (1) LUT オン

LUTFormat Linear (0) 直線（γ=1）

Reverse (1) リバース

Binarization (2) 2 値化

LinearInterpolation (3) 5 点近似

UserSet (4) 任意設定

1. LUTオフ 2. リバース 3. 2 値化

4. 5 点近似 5. 任意設定

レジスタ パラメータ

BinarizationThreshold 0 ～ 2047 ～ 4096

レジスタ パラメータ 設定

LinearInterpolationIndex Index1(1) ～ 
Index(5)

近似点選択

LinearInterpolationInValue 0 ～ 4095 入力

LinearInterpolationOutValue 0 ～ 4095 出力

LinearInterpolationBuild LUT 生成

出力

入力
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任意設定
入力 0～ 4095 値に対して出力 0～ 4095 値を設定変更で
きます。

設定例：
LUTIndex = 0
LUTValue = 3
LUTIndex = 1
LUTValue = 10
・・・
LUTIndex = 4094
LUTValue = 4000
LUTIndex = 4095
LUTValue = 4010

LUTの保存
設定変更した場合は LUT-SAVEコマンドで設定を保存し
てください。

カラーマトリックス変換
カラーモデルは RGB24 ビット、YUV24 ビット、YUV16
ビット 出力の際、以下のカラーマトリックス変換を行う
ことが可能です。－ 8191 ～ 8191 で指定し、256 が 1 倍と
なります。

３×３フィルター
白黒モデルおよび、カラーモデルは RAW出力の際、3×
3の空間フィルター処理を行うことが可能です。中心画素
とその周囲 8ピクセルの輝度と各ピクセル個別の係数と
で積和演算を行い、その演算結果を中心画素の輝度とす
るフィルター処理です。係数は－ 8191 ～ 8191 で指定し、
256 が 1 倍となります。係数のパターンによってノイズを
軽減したりエッジを強調したり、輪郭を抽出したりとい
う処理が可能です。

レジスタ パラメータ 設定

LUTIndex 0 ～ 4095 入力

LUTValue 0 ～ 4095 出力

レジスタ パラメータ 設定

LUTValueSave LUT 保存

レジスタ パラメータ 設定

ColorMatrixEnable On (0) 変換オフ

Off (1) 変換オン

レジスタ パラメータ 設定

ColorMatrixSelectorRow 0 ～ 2 マトリクス行位置

ColorMatrixSelector-
Column

0 ～ 2 マトリクス列位置

ColorMatrixValue － 8191 ～ 8191 ゲイン値

レジスタ パラメータ 設定

SpatialFilterEnable Off (0) フィルターオフ

On (1) フィルターオン

レジスタ パラメータ 設定

SpatialFilterSelectorRow 0 ～ 2 マトリクス行位置

SpatialFilterSelectorColumn 0 ～ 2 マトリクス列位置

SpatialFilterValue － 8191 ～
8191

フィルタ係数
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テストチャート出力
白黒モデルは白黒チャート、カラーモデルは白黒チャー
トまたはカラーチャートが設定可能です。

※ 12bit 表記

GPIO

GPI
DC IN 端子 2 番、3番、4番に入力されている信号レベル
を検知することができます。LineSelector レジスタで端子
を選択したのち、LineStatus レジスタから信号レベルを
取得します。

GPO
DC IN 端子 3 番、4番から各種信号を出力することができ
ます。LineSelector レジスタで端子を選択、LineMode を
Output に設定したのち、LineSource を設定します。
LineInverter レジスタで出力信号の極性を設定します。

設定例：
GPO2（DC IN 端子 3番ピン）にストロボ制御信号をHi
アクティブ設定で出力する。
LineSelector = 1
LineMode = 1
LineInverter = 0
LineSource = 3

レジスタ パラメータ 設定

TestImageSelector Off (0) オフ

GrayBar (1) 白黒チャート

ColorBar (2) カラーチャート

白黒 カラー

Raw/Mono R G B

1 0xF30 0x3FF 0x3FF 0x3FF

2 0xDC0 0x3FF 0x3FF 0

3 0xC80 0 0x3FF 0x3FF

4 0xA00 0 0x3FF 0

5 0x7A0 0x3FF 0 0x3FF

6 0x550 0x3FF 0 0

7 0x340 0 0 0x3FF

レジスタ パラメータ 設定

LineSelector Line1 (0) DC IN 端子 2 番ピン

Line2 (1) DC IN 端子 3 番ピン

Line3 (2) DC IN 端子 4 番ピン

LineMode Input (0) 出力に設定

Output (1) 入力設定

LineInverter Off (0) 出力反転なし

On (1) 出力反転あり

LineStatus 入力信号レベル

LineSource TriggerThrough (0) トリガースルー信号

ExposureActive (2) エクスポージャー信号

StrobeActive (3) ストロボ制御信号

SensorReadout (4) センサーリードアウト信号

UserOutput1 (5) ユーザー定義 1

UserOutput2 (6) ユーザー定義 2

UserOutput3 (7) ユーザー定義 3

SignalTrue (8) H レベル

SignalFalse (9) L レベル

PWM (10) パルス生成信号
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GPO出力系統図

0

1

露光

LineSource

トリガー信号

センサー出力

トリガースルー信号

センサーリードアウト信号

パルス出力

ストロボ制御信号

ユーザ定義1

ユーザ定義2

ユーザ定義3

LineInverter

GPO2
GPO3

エクスポージャー信号

StrobeActiveDelay

StrobeActiveTime



機
能

34 パルス出力

パルス出力
GPO2/3 端子からパルス波形を出力することができます。
0.5Hz ～ 100kHz まで設定可能です。

ステータス LED
リアパネルに備えた LEDの点灯・点滅・消灯条件は以下
の通りです。

温度読み出し機能
基板に取り付けられた温度センサーからカメラ内部温度
を読み出すことができます。精度は± 2 ℃です。参考値と
してお使いください。
温度センサ値更新間隔を 0以外の値に設定すると、温度
情報をイベントデータとして、PCアプリケーションに送
信することができます。

感度調整
CCDの基板バイアス電圧を変更することができます＊ 1。
基板バイアスを制御することで飽和信号量を増減させる
ことができ、飽和信号量を増加させた場合、感度を改善
する効果があります＊ 2。そのため、暗い画像を撮像する
場合で、かつ露光時間を延ばすことができない場合、画
質を向上させることができます。また、飽和信号量を減
少させることもできるため、スミアを改善する効果もあ
ります。出荷設定は最適な値に調整されています。
＊ 1 XCG-C130 及び XCG-C130C は除く
＊ 2飽和信号量が転送可能な電荷量を超えた場合転送不良
が発生します。

ユーザーセット
主な設定値はUSERSETに 1番から 16 番までのチャンネ
ルに保存することができます。保存される項目について
はコマンドリスト（36 ページ）を参照してください。0
番チャンネルは工場出荷設定が保存されており、上書き
保存はできません。

設定例1：
シャッター 3ms、ゲイン 3dB、GPO3 端子にパルス信号
を出力し、この設定を 1 番チャンネルに保存する。
ExposureTime=3000
Gain=3
LineSelector=Line3
LineMode=Output
LineSource=PWM
UserSetSelector=1
UserSetSave

設定例2：
2 番チャンネルに保存したユーザーセットをロードする
UserSetSelector=2
UserSetLoad

レジスタ パラメータ

PWMPulseDutyT 1 ～ 2000000［μs］ 

PWMPulseCycleT 10 ～ 2000000［μs］

点灯 電源が投入されており、IP アドレスが確定して
いる。

点滅（低速） 電源が投入されており、IP アドレスが確定して
いない。

点滅（高速） 電源が投入されており、リセットボタンが押下
げられている。

消灯 電源が投入されていない、または電源が投入さ
れているが起動中である。

レジスタ パラメータ 設定

CameraTemperature 温度センサ値

CameraTemperature-
MeasurementInterval

32 ビット
整数

温度センサ値更新間隔
［秒］

レジスタ パラメータ 設定

VsubExternalMode On (0) 感度調整オフ

Off (1) 感度調整オン

VsubExternalValue 0 ～ 127 感度調整値
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ユーザーセットメモリ
ユーザーセットチャンネルに保存される項目の一つで、0
から 15 番の各スロットに符号付き 32bit が割り当てられ
ています。

ユーザー ID
ユーザー IDとはカメラにつけられるカメラ固有の名称の
ことです。15 文字の文字列を設定することができます。

保存と起動
起動時の設定はUserSetDefaultSelector で決定することが
できます。現在どのユーザーセット設定で起動している
かを確認するときにも用います。

使用例： 
ユーザーセット 3番チャンネルに保存した設定で起動す
る
UserSetDefaultSelector=3
（再起動または CameraReboot コマンド）

現在の設定がどのユーザーセット設定になっているかを
確認する
UserSetDefaultSelector をリードする

カメラ情報
カメラの機種名やファームウェア情報などを読み出すこ
とができます。

再起動
カメラをリブートします。

CCD駆動クロックの切
り替え
CCD駆動クロックを低下させて消費電力を下げる機能で
す。画像出力フレームレートも下がります。
通常モードと低速モードのクロック速度の比率は以下の
通りです。

例：
XCG-C30 の標準状態でのフレームレートは 130fps です
が、低速クロックモードではその 12/50 倍の 31fps となり
ます。低速モードでの動作は、通常モード比で消費電力
を最大約 20％低減することができます。
（数値はお使いになる動作条件により変動します。）

ご注意 

通常モードと低速モードを切り替えるには、電源ON／
OFFが必要となります。モード変更後、電源ON／OFF
を実施することにより、変更が反映されます。

レジスタ パラメータ

DeviceUserID 任意の 15 文字

レジスタ 読み出し値

DeviceVendorName メーカー名 (SONY)

DeviceModelName 機種名

DeviceVersion ファームウェアバージョン

DeviceSerialNumber シリアル番号

DeviceManufacturerInfo サービス用データ

レジスタ

CameraReboot

通常モード 低速モード

XCG-C30/C 50 12

XCG-C32/C 40 10

XCG-C130/C 50 12

レジスタ パラメータ 設定

CameraSwitchPixelClock Normal (0) 通常モード

Low (1) 低速モード
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小
値
読
み
出
し

○
×

1
1

1
1

1
1

-

0x
A
00
03
0D
C

Ex
po
su
re
A
ut
o

Sp
ee
dM
ax

A
E
追
従
ス
ピ
ー
ド

最
大
値
読
み
出
し

○
×

25
6

25
6

25
6

25
6

25
6

25
6

-

0x
A
00
02
14
8

Ex
po
su
re
A
ut
o

Lo
w
er
Li
m
it

A
E
リ
ミ
ッ
ト

最
小
値
設
定

○
○

1 
- (
10
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
10
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
10
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
10
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
10
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
10
) -
 

60
00
00
00

○
○

○
○

0x
A
00
02
14
C

Ex
po
su
re
A
ut
o

U
pp
er
Li
m
it

A
E
リ
ミ
ッ
ト

最
大
値
設
定

○
○

1 
- (
76
74
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
76
74
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
95
93
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
95
93
) -
 

60
00
00
00

1 
- (
32
16
9)
 - 

60
00
00
00

1 
- (
32
16
9)
 - 

60
00
00
00

○
○

○
○

0x
A
00
02
01
C

Ga
in
A
ut
oM
od
e

A
G
C
モ
ー
ド

○
○

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

○
○

○
○

0x
A
00
02
02
0

Ga
in
A
ut
oL
ev
el

A
G
C
タ
ー
ゲ
ッ
ト
レ
ベ

ル
○

○
0 
- (
11
26
4)
 - 

16
38
3

0 
- (
11
26
4)
 - 

16
38
3

0 
- (
11
26
4)
 - 

16
38
3

0 
- (
11
26
4)
 - 

16
38
3

0 
- (
11
26
4)
 - 

16
38
3

0 
- (
11
26
4)
 - 

16
38
3

○
○

○
○

0x
A
00
07
03
4

Ga
in
A
ut
oL
ev
el

M
in

A
G
C
タ
ー
ゲ
ッ
ト
レ
ベ

ル
 最
小
値
読
み
出
し

○
×

0
0

0
0

0
0

-

0x
A
00
07
03
0

Ga
in
A
ut
oL
ev
el

M
ax

A
G
C
タ
ー
ゲ
ッ
ト
レ
ベ

ル
 最
大
値
読
み
出
し

○
×

0x
3F
FF

0x
3F
FF

0x
3F
FF

0x
3F
FF

0x
3F
FF

0x
3F
FF

-

0x
A
00
02
15
4

Ga
in
A
ut
oS
pe
ed

A
G
C
追
従
ス
ピ
ー
ド

○
○

1 
- (
25
6)

1 
- (
25
6)

1 
- (
25
6)

1 
- (
25
6)

1 
- (
25
6)

1 
- (
25
6)

○
○

○
○

0x
A
00
03
0F
C

Ga
in
A
ut
oS
pe
ed

M
in

A
G
C
追
従
ス
ピ
ー
ド

最
小
値
読
み
出
し

○
×

1
1

1
1

1
1

-

0x
A
00
03
10
0

Ga
in
A
ut
oS
pe
ed

M
ax

A
G
C
追
従
ス
ピ
ー
ド

最
大
値
読
み
出
し

○
×

25
6

25
6

25
6

25
6

25
6

25
6

-

U
se
rS
et

(1
6
面
)

に
SA
VE

出
来
る
項
目

U
se
rS
et

(1
6
面
)

か
ら
LO
A
D

出
来
る
項
目

カ
メ
ラ

リ
ブ
ー
ト

も
し
く
は

電
源

再
投
入
時

リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン

3
秒
押
し

に
よ
る

初
期
化

ア
ド
レ
ス

機
能
名

読
み

出
し

書
き

込
み

X
C
G
-C
3
0

X
C
G
-C
3
0
C

X
C
G
-C
3
2

X
C
G
-C
3
2
C

X
C
G
-C
1
3
0

X
C
G
-C
1
3
0
C

○
○

○
　
変
化
す
る

（
保
持
し
な
い
）

×
　
変
化
し
な
い

（
保
持
さ
れ
る
）

-　
変
化
し
な
い

（
変
更
も
出
来
な
い
）



コ
マ
ン
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0x
A
00
02
15
8

Ga
in
A
ut
oL
ow
er

Li
m
it

A
G
C
リ
ミ
ッ
ト

最
小
値
設
定

○
○

0
0

0
0

0
0

○
○

○
○

0x
A
00
02
15
C

Ga
in
A
ut
oU
pp
er

Li
m
it

A
G
C
リ
ミ
ッ
ト

最
大
値
設
定

○
○

50
2

50
2

50
2

50
2

50
2

50
2

○
○

○
○

0x
A
00
07
00
0

W
id
th
M
ax

イ
メ
ー
ジ
幅
最
大
値
取
得

○
×

65
6

65
6

65
6

65
6

12
96

12
96

-
-

0x
A
00
07
00
4

W
id
th
M
in

イ
メ
ー
ジ
幅
最
小
値
取
得

○
×

16
16

16
16

16
16

-
-

0x
A
00
07
00
8

H
ei
gh
tM
ax

イ
メ
ー
ジ
高
さ

最
大
値
取
得

○
×

49
2

49
2

49
2

49
2

96
4

96
4

-
-

0x
A
00
07
00
C

H
ei
gh
tM
in

イ
メ
ー
ジ
高
さ

最
小
値
取
得

○
×

32
32

32
32

32
32

-
-

0x
A
00
07
01
0

A
cq
ui
si
tio
nF
ra
m
e

Ra
te
M
ax

フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト

最
大
値
読
み
出
し

○
×

0x
44
FA
00
00
 

(2
00
0)
 ※
1

0x
44
FA
00
00
 

(2
00
0)
 ※
1

0x
44
FA
00
00
 

(2
00
0)
 ※
1

0x
44
FA
00
00
 

(2
00
0)
 ※
1

0x
44
FA
00
00
 

(2
00
0)
 ※
1

0x
44
FA
00
00
 

(2
00
0)
 ※
1

-
-

0x
A
00
07
01
4

A
cq
ui
si
tio
nF
ra
m
e

Ra
te
M
in

フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト

最
小
値
読
み
出
し

○
×

0x
3D
80
00
00
 

(0
.06
25
) ※

1
0x
3D
80
00
00
 

(0
.0
62
5)
 ※
1

0x
3D
80
00
00
 

(0
.0
62
5)
 ※
1

0x
3D
80
00
00
 

(0
.0
62
5)
 ※
1

0x
3D
80
00
00
 

(0
.0
62
5)
 ※
1

0x
3D
80
00
00
 

(0
.0
62
5)
 ※
1

-
-

0x
A
00
07
0D
0

Se
ns
or
W
id
th

セ
ン
サ
ー
幅
取
得

○
×

65
8

65
8

65
8

65
8

12
96

12
96

-
-

0x
A
00
07
0D
8

Se
ns
or
H
ei
gh
t

セ
ン
サ
ー
高
さ
取
得

○
×

49
4

49
4

49
4

49
4

96
6

96
6

-
-

0x
A
00
01
00
0

U
se
rS
et
Se
le
ct
or

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト

セ
レ
ク
タ
ー

○
○

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

×
○

0x
A
00
01
00
4

U
se
rS
et
Sa
ve

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト
セ
ー
ブ

×
○

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

-
-

0x
A
00
01
00
8

U
se
rS
et
Lo
ad

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド

×
○

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

1(
読
み
出
し
不
可
)

-
-

0x
A
00
01
00
C

U
se
rS
et
D
ef
au
lt

Se
le
ct
or

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト

デ
フ
ォ
ル
ト

○
○

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

(0
) -
 1
6

×
○

0x
A
00
01
01
0

U
se
rM
em
or
y

In
de
x

ユ
ー
ザ
ー
メ
モ
リ
ー

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

○
○

(0
) -
 1
5

(0
) -
 1
5

(0
) -
 1
5

(0
) -
 1
5

(0
) -
 1
5

(0
) -
 1
5

0x
A
00
02
0C
0

- 0x
A
00
02
0F
C

U
se
rM
em
or
y

V
al
ue

ユ
ー
ザ
ー
メ
モ
リ
ー

バ
リ
ュ
ー

○
○

0x
0 
- 

0x
FF
F
FF
FF
F

0x
0 
- 

0x
FF
F
FF
FF
F

0x
0 
- 

0x
FF
FF
F
FF
F

0x
0 
- 

0x
FF
FF
F
FF
F

0x
0 
- 

0x
FF
FF
F
FF
F

0x
0 
- 

0x
FF
FF
F
FF
F

○
○

×
○

リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
で

記
憶
さ
せ
た
デ
ー
タ

は
消
去
さ
れ
る

0x
A
00
02
06
0

LU
T
E
na
bl
e

LU
T
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
02
05
C

LU
T
F
or
m
at

LU
T
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

○
○

(0
) /
 1
 /
 2
 /
 3
 /
 4

(0
) /
 1
 /
 2
 /
 3
 /
 4

(0
) /
 1
 /
 2
 /
 3
 /
 4

(0
) /
 1
 /
 2
 /
 3
 /
 4

(0
) /
 1
 /
 2
 /
 3
 /
 4

(0
) /
 1
 /
 2
 /
 3
 /
 4

○
○

○
○

0x
A
00
02
06
4

Bi
na
ri
za
tio
n

T
hr
es
ho
ld

二
値
化
閾
値

○
○

0 
- (
20
47
) -
 4
09
5

0 
- (
20
47
) -
 4
09
5

0 
- (
20
47
) -
 4
09
5

0 
- (
20
47
) -
 4
09
5

0 
- (
20
47
) -
 4
09
5

0 
- (
20
47
) -
 4
09
5

○
○

○
○

0x
A
00
00
35
0

LU
T
In
de
x

LU
T
 ユ
ー
ザ
ー
設
定

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

○
○

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

○
○

U
se
rS
et

(1
6
面
)

に
SA
VE

出
来
る
項
目

U
se
rS
et

(1
6
面
)

か
ら
LO
A
D

出
来
る
項
目

カ
メ
ラ

リ
ブ
ー
ト

も
し
く
は

電
源

再
投
入
時

リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン

3
秒
押
し

に
よ
る

初
期
化

ア
ド
レ
ス

機
能
名

読
み

出
し

書
き

込
み

X
C
G
-C
3
0

X
C
G
-C
3
0
C

X
C
G
-C
3
2

X
C
G
-C
3
2
C

X
C
G
-C
1
3
0

X
C
G
-C
1
3
0
C

○
○

○
　
変
化
す
る

（
保
持
し
な
い
）

×
　
変
化
し
な
い

（
保
持
さ
れ
る
）

-　
変
化
し
な
い

（
変
更
も
出
来
な
い
）



コ
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0x
A
00
10
00
0

LU
T
V
al
ue

LU
T
 ユ
ー
ザ
ー
設
定

デ
ー
タ

○
○

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

-
-

0x
A
00
20
00
0

～ 0x
A
00
23
F
FC

LU
T
V
al
ue
F
la
t

LU
T
 ユ
ー
ザ
ー
設
定

べ
た
書
き
用
ア
ド
レ
ス

0x
A
00
00
34
0

Li
ne
ar

In
te
rp
ol
at
io
n

In
de
x

リ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

○
○

1 
- 5

1 
- 5

1 
- 5

1 
- 5

1 
- 5

1 
- 5

○
○

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト
に

は
保
存
さ
れ
な
い

0x
A
00
00
34
4

Li
ne
ar

In
te
rp
ol
at
io
n

In
V
al
ue

リ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
イ
ン
バ
リ
ュ
ー

○
○

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

○
○

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト
に

は
保
存
さ
れ
な
い

0x
A
00
00
34
8

Li
ne
ar

In
te
rp
ol
at
io
n

O
ut
V
al
ue

リ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
ア
ウ
ト
バ
リ
ュ
ー

○
○

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

0 
- 4
09
5

○
○

ユ
ー
ザ
ー
セ
ッ
ト
に

は
保
存
さ
れ
な
い

0x
A
00
00
34
C

Li
ne
ar

In
te
rp
ol
at
io
n

Bu
ild

リ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
ビ
ル
ド

×
○

1
1

1
1

1
1

-
-

0x
A
00
02
07
4

LU
T
V
al
ue
Sa
ve

ユ
ー
ザ
ー
設
定
LU
T
を

フ
ラ
ッ
シ
ュ
に
保
存
す
る

×
○

1
1

1
1

1
1

0x
A
00
00
35
4

Li
ne
Se
le
ct
or

ラ
イ
ン
セ
レ
ク
タ
ー

○
○

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

○
○

0x
A
00
01
20
4

Li
ne
M
od
e(
Li
ne
1)

ラ
イ
ン
モ
ー
ド
(L
in
e1
)

○
○

0
0

0
0

0
0

-
-

書
き
込
み
は
で
き
る

が
受
け
付
け
る
値
は

0
の
み

0x
A
00
01
20
8

Li
ne
M
od
e(
Li
ne
2)

ラ
イ
ン
モ
ー
ド
(L
in
e2
)

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
01
20
C

Li
ne
M
od
e(
Li
ne
3)

ラ
イ
ン
モ
ー
ド
(L
in
e3
)

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
01
21
8

Li
ne
In
ve
rt
er

(L
in
e2
)

ラ
イ
ン
イ
ン
バ
ー
タ

(L
in
e2
)

○
○

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

○
○

○
○

0x
A
00
01
21
C

Li
ne
In
ve
rt
er

(L
in
e3
)

ラ
イ
ン
イ
ン
バ
ー
タ

(L
in
e3
)

○
○

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

0 
/ 
(1
)

○
○

○
○

0x
A
00
01
22
4

Li
ne
St
at
us
(L
in
e1
)

ラ
イ
ン
ス
テ
ー
タ
ス

(L
in
e1
)

○
×

-
-

-
-

-
-

-
-

0x
A
00
01
22
8

Li
ne
St
at
us
(L
in
e2
)

ラ
イ
ン
ス
テ
ー
タ
ス

(L
in
e2
)

○
×

-
-

-
-

-
-

-
-

0x
A
00
01
22
C

Li
ne
St
at
us
(L
in
e3
)

ラ
イ
ン
ス
テ
ー
タ
ス

(L
in
e3
)

○
×

-
-

-
-

-
-

-
-

0x
A
00
01
23
8

Li
ne
So
ur
ce
(L
in
e2
)

ラ
イ
ン
ソ
ー
ス
(L
in
e2
)

○
○

0 
- (
2)
 - 
10

0 
- (
2)
 - 
10

0 
- (
2)
 - 
10

0 
- (
2)
 - 
10

0 
- (
2)
 - 
10

0 
- (
2)
 - 
10

○
○

○
○

0x
A
00
01
23
C

Li
ne
So
ur
ce
(L
in
e3
)

ラ
イ
ン
ソ
ー
ス
(L
in
e3
)

○
○

'0 
- (
2)
 - 
10

'0 
- (
2)
 - 
10

'0 
- (
2)
 - 
10

'0 
- (
2)
 - 
10

'0 
- (
2)
 - 
10

'0 
- (
2)
 - 
10

○
○

○
○

0x
A
00
01
24
4

-

U
se
rS
et

(1
6
面
)

に
SA
VE

出
来
る
項
目

U
se
rS
et

(1
6
面
)

か
ら
LO
A
D

出
来
る
項
目

カ
メ
ラ

リ
ブ
ー
ト

も
し
く
は

電
源

再
投
入
時

リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン

3
秒
押
し

に
よ
る

初
期
化

ア
ド
レ
ス

機
能
名

読
み

出
し

書
き

込
み

X
C
G
-C
3
0

X
C
G
-C
3
0
C

X
C
G
-C
3
2

X
C
G
-C
3
2
C

X
C
G
-C
1
3
0

X
C
G
-C
1
3
0
C

○
○

○
　
変
化
す
る

（
保
持
し
な
い
）

×
　
変
化
し
な
い

（
保
持
さ
れ
る
）

-　
変
化
し
な
い

（
変
更
も
出
来
な
い
）



コ
マ
ン
ド
リ
ス
ト

43コマンドリスト

0x
A
00
01
24
8

St
ro
be
A
ct
iv
eT
im
e

(L
in
e2
)

ス
ト
ロ
ボ
発
光
時
間

(L
in
e2
)

○
○

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

○
○

○
○

0x
A
00
01
24
C

St
ro
be
A
ct
iv
eT
im
e

(L
in
e3
)

ス
ト
ロ
ボ
発
光
時
間

（
Li
ne
3）

○
○

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

1 
- (
25
6)
 - 
40
00

○
○

○
○

0x
A
00
01
25
4

-
○

○

0x
A
00
01
25
8

St
ro
be
A
ct
iv
e

D
el
ay
(L
in
e2
)

ス
ト
ロ
ボ
デ
ィ
レ
イ

（
Li
ne
2）

○
○

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

○
○

○
○

0x
A
00
01
25
C

St
ro
be
A
ct
iv
e

D
el
ay
(L
in
e3
)

ス
ト
ロ
ボ
デ
ィ
レ
イ

（
Li
ne
3）

○
○

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

0 
- (
10
0)
 - 
40
00

○
○

○
○

0x
A
00
01
26
0

U
se
rO
ut
pu
t

Se
le
ct
or

ユ
ー
ザ
ー
出
力

セ
レ
ク
タ
ー

○
○

(0
) -
 2

(0
) -
 2

(0
) -
 2

(0
) -
 2

(0
) -
 2

(0
) -
 2

○
○

0x
A
00
01
26
4

U
se
rO
ut
pu
tV
al
ue

(0
)

ユ
ー
ザ
ー
出
力
(0
)

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
01
26
8

U
se
rO
ut
pu
tV
al
ue

(1
)

ユ
ー
ザ
ー
出
力
(1
)

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
01
26
C

U
se
rO
ut
pu
tV
al
ue

(2
)

ユ
ー
ザ
ー
出
力
(2
)

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
00
01
0

Ca
m
er
aR
eb
oo
t

デ
バ
イ
ス
リ
セ
ッ
ト

×
○

-
-

-
-

-
-

-
-

0x
0D
04

Ge
vS
C
PS

パ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

○
○

(5
76
) -
 8
22
8

(5
76
) -
 8
22
8

(5
76
) -
 8
22
8

(5
76
) -
 8
22
8

(5
76
) -
 8
22
8

(5
76
) -
 8
22
8

○
○

0x
0D
08

Ge
vS
C
PD

パ
ケ
ッ
ト
デ
ィ
レ
イ

○
○

0
0

0
0

0
0

○
○

0x
A
00
00
13
0

T
es
tI
m
ag
e

Se
le
ct
or

テ
ス
ト
イ
メ
ー
ジ

セ
レ
ク
タ
ー

○
○

0
0

0
0

0
0

○
○

0x
A
10
0

Ch
un
kM
od
eA
ct
iv
e
チ
ャ
ン
ク
モ
ー
ド
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

0x
A
20
0

Ch
un
k0
E
na
bl
e

チ
ャ
ン
ク
デ
ー
タ
0
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

温
度
情
報

0x
A
21
0

Ch
un
k1
E
na
bl
e

チ
ャ
ン
ク
デ
ー
タ
1
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

ラ
イ
ン
ス
テ
ー
タ
ス

0x
A
22
0

Ch
un
k2
E
na
bl
e

チ
ャ
ン
ク
デ
ー
タ
2
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

露
光
時
間

0x
A
23
0

Ch
un
k3
E
na
bl
e

チ
ャ
ン
ク
デ
ー
タ
3
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

ア
ナ
ロ
グ
ゲ
イ
ン

0x
A
24
0

Ch
un
k4
E
na
bl
e

チ
ャ
ン
ク
デ
ー
タ
4
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

ピ
ク
セ
ル
ゲ
イ
ン

0x
A
25
0

Ch
un
k5
E
na
bl
e

チ
ャ
ン
ク
デ
ー
タ
5
有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

ユ
ー
ザ
ー
メ
モ
リ

0x
A
00
01
80
0

Sp
at
ia
lF
ilt
er

En
ab
le

3x
3
空
間
フ
ィ
ル
タ
ー

有
効

○
○

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
01
80
4

Sp
at
ia
lF
ilt
er

Se
le
ct
or
R
ow

パ
ラ
メ
ー
タ
位
置
指
定

（
Ro
w
)

○
○

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

○
○

U
se
rS
et

(1
6
面
)

に
SA
VE

出
来
る
項
目

U
se
rS
et

(1
6
面
)

か
ら
LO
A
D

出
来
る
項
目

カ
メ
ラ

リ
ブ
ー
ト

も
し
く
は

電
源

再
投
入
時

リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン

3
秒
押
し

に
よ
る

初
期
化

ア
ド
レ
ス

機
能
名

読
み

出
し

書
き

込
み

X
C
G
-C
3
0

X
C
G
-C
3
0
C

X
C
G
-C
3
2

X
C
G
-C
3
2
C

X
C
G
-C
1
3
0

X
C
G
-C
1
3
0
C

○
○

○
　
変
化
す
る

（
保
持
し
な
い
）

×
　
変
化
し
な
い

（
保
持
さ
れ
る
）

-　
変
化
し
な
い

（
変
更
も
出
来
な
い
）



コ
マ
ン
ド
リ
ス
ト

44 コマンドリスト

0x
A
00
01
80
8

Sp
at
ia
lF
ilt
er

Se
le
ct
or
C
ol
um
n

パ
ラ
メ
ー
タ
位
置
指
定

（
Co
lu
m
n)

○
○

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

(0
) /
 1
 /
 2

○
○

0x
A
00
01
80
C

Sp
at
ia
lF
ilt
er
V
al
ue

パ
ラ
メ
ー
タ
値

○
○

-
-

-
-

-
-

○
○

0x
A
00
01
81
0

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

T
op
Le
ft

個
別
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
用

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
81
4

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

T
op
C
en
te
r

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
81
8

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

T
op
R
ig
ht

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
82
0

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

Ce
nt
er
Le
ft

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
82
4

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

Ce
nt
er
Ce
nt
er

○
○

-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
82
8

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

Ce
nt
er
Ri
gh
t

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
83
0

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

Bo
tt
om
Le
ft

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
83
4

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

Bo
tt
om
Ce
nt
er

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
83
8

Gi
gE
_3
x3
F
ilt
er
_

Bo
tt
om
Ri
gh
t

○
○

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
90
0

Co
lo
rM
at
ri
xE
na
bl
e
カ
ラ
ー
マ
ト
リ
ク
ス
有
効

○
○

-
(0
) /
 1

-
(0
) /
 1

-
(0
) /
 1

○
○

○
○

0x
A
00
01
90
4

Co
lo
rM
at
ri
x

Se
le
ct
or
R
ow

パ
ラ
メ
ー
タ
位
置
指
定

（
Ro
w
)

○
○

-
(0
) /
 1
 /
 2

-
(0
) /
 1
 /
 2

-
(0
) /
 1
 /
 2

○
○

0x
A
00
01
90
8

Co
lo
rM
at
ri
x

Se
le
ct
or
C
ol
um
n

パ
ラ
メ
ー
タ
位
置
指
定

（
Co
lu
m
n)

○
○

-
(0
) /
 1
 /
 2

-
(0
) /
 1
 /
 2

-
(0
) /
 1
 /
 2

○
○

0x
A
00
01
90
C

Co
lo
rM
at
ri
xV
al
ue

パ
ラ
メ
ー
タ
値

○
○

-
-

-
-

-
-

○
○

0x
A
00
01
91
0

Gi
gE
_C
M
_T
op
Le
ft

個
別
パ
ラ
メ
ー
タ
指
定
用

○
○

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
91
4

Gi
gE
_C
M
_T
op

Ce
nt
er

○
○

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
91
8

Gi
gE
_C
M
_T
op

Ri
gh
t

○
○

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
92
0

Gi
gE
_C
M
_C
en
te
r

Le
ft

○
○

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

U
se
rS
et

(1
6
面
)

に
SA
VE

出
来
る
項
目

U
se
rS
et

(1
6
面
)

か
ら
LO
A
D

出
来
る
項
目

カ
メ
ラ

リ
ブ
ー
ト

も
し
く
は

電
源

再
投
入
時

リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン

3
秒
押
し

に
よ
る

初
期
化

ア
ド
レ
ス

機
能
名

読
み

出
し

書
き

込
み

X
C
G
-C
3
0

X
C
G
-C
3
0
C

X
C
G
-C
3
2

X
C
G
-C
3
2
C

X
C
G
-C
1
3
0

X
C
G
-C
1
3
0
C

○
○

○
　
変
化
す
る

（
保
持
し
な
い
）

×
　
変
化
し
な
い

（
保
持
さ
れ
る
）

-　
変
化
し
な
い

（
変
更
も
出
来
な
い
）



コ
マ
ン
ド
リ
ス
ト

45コマンドリスト

0x
A
00
01
92
4

Gi
gE
_C
M
_C
en
te
r

Ce
nt
er

○
○

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
92
8

Gi
gE
_C
M
_C
en
te
r

Ri
gh
t

○
○

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
93
0

Gi
gE
_C
M
_B
ot
to
m

Le
ft

○
○

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
93
4

Gi
gE
_C
M
_B
ot
to
m

Ce
nt
er

○
○

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

-
-8
19
1 
- (
0)
 - 
81
91

○
○

○
○

0x
A
00
01
93
8

Gi
gE
_C
M
_B
ot
to
m

Ri
gh
t

○
○

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

-
-8
19
1 
- (
25
6)
 - 

81
91

○
○

○
○

U
se
rS
et

(1
6
面
)

に
SA
VE

出
来
る
項
目

U
se
rS
et

(1
6
面
)

か
ら
LO
A
D

出
来
る
項
目

カ
メ
ラ

リ
ブ
ー
ト

も
し
く
は

電
源

再
投
入
時

リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン

3
秒
押
し

に
よ
る

初
期
化

ア
ド
レ
ス

機
能
名

読
み

出
し

書
き

込
み

X
C
G
-C
3
0

X
C
G
-C
3
0
C

X
C
G
-C
3
2

X
C
G
-C
3
2
C

X
C
G
-C
1
3
0

X
C
G
-C
1
3
0
C

○
○

○
　
変
化
す
る

（
保
持
し
な
い
）

×
　
変
化
し
な
い

（
保
持
さ
れ
る
）

-　
変
化
し
な
い

（
変
更
も
出
来
な
い
）



仕
様

46 主な仕様

仕様

主な仕様
撮像素子 プログレッシブスキャン CCD

XCG-C30/C30C/C130/C130C：1/3 型
XCG-C32/C32C：1/2 型

標準映像出力サイズ（水平／垂直）
XCG-C30/C30C/C32/C32C：640 × 480
XCG-C130/C130C：1,280 × 960

フレームレート XCG-C30/C30C：130 fps
XCG-C32/C32C：104 fps
XCG-C130/C130C：31 fps

レンズマウント Cマウント
フランジバック 17.526 mm
映像出力信号 XCG-C30/C32/C130：

Mono 8 ビット（出荷設定）／ 10
ビット／ 12 ビット

XCG-C30C/C32C/C130C：
Raw 8 ビット（出荷設定）／ 10 ビッ
ト／ 12 ビット、RGB24 ビット、
YUV24 ビット、YUV16 ビット

基準映像出力レベル
235 ステップ（8ビット時）／ 3,760 ス
テップ（12 ビット時）

基準ペデスタルレベル
XCG-C30/C30C/C32/C32C/C130/
C130C：
16 ステップ（8ビット時）／ 256 ス
テップ（12 ビット時）

保証映像出力範囲
XCG-C30/C30C/C32/C32C/C130/
C130C：
16 ステップ～ 242 ステップ（8ビッ
ト時）／ 256 ステップ～ 3,900 ステッ
プ（12 ビット時）

ホワイトバランス取得可能色温度範囲
（カラーカメラのみ）

XCG-C30C/C32C/C130C：
2,400 K ～ 9,000 K

最低被写体照度 XCG-C30：
1.5 lx（ゲイン +18 dB 時、F1.4、
シャッター速度 1/90 秒）

XCG-C32：
1.0 lx（ゲイン +18 dB 時、F1.4、
シャッター速度 1/60 秒）

XCG-C130：
0.5 lx（ゲイン +18 dB 時、F1.4）

XCG-C30C：
15 lx（ゲイン +18 dB 時、F1.4、
シャッター速度 1/90 秒）

XCG-C32C/C130C：
12 lx（ゲイン +18 dB 時、F1.4）（た
だしシャッター速度はXCG-C32C：
1/60 秒）

感度 XCG-C30/C32/C130：
F5.6（ゲイン 0 dB 時、400 lx）（ただ
しシャッター速度はXCG-C30：1/90
秒、XCG-C32：1/60 秒）

XCG-C30C/C32C/C130C：
F5.6（ゲイン 0 dB 時、2,000 lx）（た
だしシャッター速度はXCG-C30C：
1/90 秒、XCG-C32C：1/60 秒）

ゲイン 0 dB ～ 18 dB、オートゲイン
シャッター速度 1/100,000 秒～ 2秒、オートシャッター
ガンマ γ＝ 1（LUTで変更可）
ビニング（DC IN 給電時のみ）

XCG-C30/C32/C130：
2 × 1、1× 2、2× 2

XCG-C30C/C32C/C130C：非搭載
外部トリガー信号条件

パルス幅：10μs 以上 2s 以下
振幅：DC 2 V ～ 24 V（DC IN 端子）

電源電圧 DC 12 V（10.5 V～ 15 V）：DC IN端子／
IEEE802.3af（37 V ～ 57 V）：RJ45 端
子

消費電力 XCG-C30/C30C/C32/C32C：3.8W
XCG-C130/C130C：3.4W

性能保証温度 0 ℃～ 40 ℃
動作温度 －5℃～ +45 ℃
保存温度 －30 ℃～ +60 ℃
使用湿度 20％～ 80％（結露のない状態で）
保存湿度 20％～ 95％（結露のない状態で）
MTBF 約 6.1 年
耐振動性 10 G（20 Hz ～ 200 Hz）
耐衝撃性 70 G
外形寸法 29（W）× 29（H）× 42（D）mm

（突起部を含まず）
質量 約 66 g
付属品 レンズマウントキャップ（1）

取扱説明書（1）

仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。

重要
機器の名称と電気定格は、底面に表示されています。
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分光感度特性例
XCG-C30

XCG-C32

XCG-C130

本機を寒いところから急に暖かいところに持ち込んだと
きなど、機器表面や内部に水滴がつくことがあります。
これを結露といいます。結露が起きたときは電源を切
り、結露がなくなるまで放置し、結露がなくなってから
ご使用ください。結露時のご使用は機器の故障の原因と
なる場合があります。

電解コンデンサの寿命は約 5 年です。
（常温で 1日に 8時間、1カ月で 25 日間、通常に使用す
ると想定した場合）
したがって、使用時間が上記より長い場合は、その分寿
命は短くなります。

通信を行う機器でセキュリティ対策を行わなかった結
果、または、通信仕様上の、やむを得ない事情により、
データ漏洩等、セキュリティ上の問題が発生した場合、
弊社ではそれによって生じたあらゆる損害に対する責任
を負いかねます。

使用環境によってはネットワーク上の意図せぬ第三者か
ら製品にアクセスされる可能性があります。本機をネッ
トワークに接続する際には、セキュアなネットワークで
あることをご確認の上ご使用ください。
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XCG-C30C
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外形寸法図
29

29

12

14.5 2 -M2　深さ3

11.2

12 42 4.9

Ø
27

.6

Ø
27

.3

15 23.7

16.5 22 単位 ： mm

4 -M2　深さ3

3 -M3　深さ3

20 12



本資料の掲載内容は、改良などにより予告なく変更することがあります。
本資料に掲載した技術資料は、使用上の参考として示したもので、ご使用に際し、当社および第三者の知的財産権その他の
権利の実施あるいは使用を許諾したものではありません。
よって、その使用に起因する権利の侵害について、当社は一切の責任を負いません。
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